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感染症（PT）  バベシア症  

出典   

8lood2007：110（11．  

P8止1）二853  

概要   

米国コネチカット州での輸血によるBabesiamjcrotl感染の  
危険性を評価するため、2004－2007年に収集されたドナー  
とレシピエントの保存検体を検査した。その結果、45回の  
赤血球輸血を受けていた患者1例で8abesiamicroti感染  
が確認されたが、血清検体陽性のドナーを特定すること  
はできなかった。危険性は1920回の赤血球輸血で0例ま  
たは1例と計算された。  

蔦才シラJ［王ジ ザ  ユーラシアおよび北米系統のH7型トリインフルエンザウイ  
ルスの受容体結合能およぴフェレットモデルにおける感  
染性を調べた。その結果、2004年にカナダで分離された  
H7N3型、2002－2003年に米国北東部で分離されたH7N2  
型はα2－6結合シァル！軌こ対する親和性を高めたHAを保  
有していた。また2003年にニューヨークの男性から分離さ  
れた低病原性H7N2型はフェレットの上気道で効率的に増  
殖し、直接接触で感染できることが確認された。  

前面誘博幸芋ジグ亨才フi議‾‾石古手才ヲ≡塔テ）㌃ヲ富ジ育  

よび免疫グロブリンの各種製造工程（低温エタノール分  
画、陽イオン交換クロマトグラフィー、低温殺菌、S／D処理  
およぴウイルスろ過）前の検体に加え、各工程での同ウイ  

Proc Nat】Acad Sci  

USA2008：105：  

7558－7563  

デング熱  Transfusion2008：  

48二1342－1347  

ルスのクリアランスをVeroE6細胞培＃IこおけるTC［D50  
アッセイおよびRT－PCRで測定した。その結果、全ての工  
程が不活化・除去に有効であることが示された。  

異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病  

Blood誌のprepublishedonlineに掲載されたヒツジにおけ  
る研究によると、輸血によるBSE伝播のリスクは驚くほど  
高い。エジンバラ大学で行われた9年間の研究は、8SEま  
たはスクレイピーに感染したヒツジからの輸血による疾病  
伝播率を比較した。その結果、BSEおよぴスクレイピーと  
も輸血によリヒツジに効率よく伝播された。症状を呈する  
前のドナーから採取された血液によっても伝播することが  
示された。   

American Society 
of  
Hematology／Press  
Releases2008年8  

月288  
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原産国   

‾…  
すルララ  
イ、ニュー  
ジーランド  

米国、ドイ  
ツ、オースト  

リア  

原材料名  

含有区分  有効成分  

80672に同じ  バベシア症  Blood2007こ110（11． Partり：853  
製造工程  

アンチトロン  

ビンⅢ  

ヒト血液  

80672に同じ  烏インフルエン  
ザ  

デング熱  

Proc Natl Acad Sci 

USA2008：105  

7558－7563  

Transfusion2008：  

48：1342－1347  

Amencan Society  

of  

Hemato霊ogy／Press  

Releases2008年8  

月28日  

Blood200了．110（11  
Pa止1）：853  

80672に同じ  異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病  

バベシア症  80672に同じ  
添加物  

ヒトアルブミ  
ン   

ヒト血液  
米国、ドイ  
ツ、オースト  

リア  

百行ヲJ［吉シ  

ザ  

デング熱  

Proc Natl Acad Scl 

USA2008：105：  

7558－7563  

Transfusion2008：  

48：1342－1347  
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異型クロイツ  
フェルト・ヤコ  
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American Society  
of  
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月28日  
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生物由来成  

分名   

人血清アル  
ブミン  

‾  
読毒ジ享ヲ  
ラーゼモノク  

ローナル抗  

座＿叫＿＿＿．＿＿＿  
抗不純蛋白  

質抗体  

プラスミン  

原材料名  

原産国  米国  
含有区分  

亨弓言甑‾‾‾  日本  

‾‾‾‾‾‾‾‾  
包有  

ニューー  
ランド、オー  

ストラリア  

オーストラリ  
ア、ニュー  
ジーランド、  

コスタリカ、  

ニカラグア、  
エルサルバ  

ドル、パナマ  

又はウルグ  
アイ（MCB  

に一部米国  

産を含む）  

数十年前に  

樹立したマ  
スターセル  
／くンクに使  

用した細胞  
株のため原  
産国不明   
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概要   

一一一■一■－■－一－－－－－－－一一一－－－－－－－－－－－－－－－－－一一一一一一－－一一－－－－一－－－－－－－－●■■－ 2006年5月から7月に、中国天津付近の家畜やげっ歯類と  

密接に接触する健康な農業従事者365名の血清検体をリ  
ケッチアに対する抗体について調べた。血清有病率は、  
AnapIasmaphagocytophilum8・8％、Cox■e［laburnetii64％、  
Bart。neLlahenselae9．6％およぴRickettsiatyphi41％で  
あった。これらの人畜共通感染症細菌のヒト感染が高頻  
度であり、認識されていないことが示唆された。  

出典  

EmerglnfectDis  
2008：14．938－940  

感染症（PT）   

リケッチア症  原産国  中国  
含有区分  

ヒト尿抽出物  
リナスタテンの  

2008年3月17日、タイの公衆衛生当局はタイで初めての  
野兎病と診断されたPr∂ChuapKhihKhanの37歳女性が死  

亡したと発表した。この女性は癌患者で、多数のウサギを  
家で飼っており、野兎病菌に啓染したと思われる。他の犠  
牲者は報告されていない。  

野兎病  
ワウシニアウイルス接種家兎炎症皮膚  www．bangkokpost．c  

om／generalnews  
2008年3月柑日  

大洋薬品 工業   ワクシニア「  
イルス接種  
家兎炎症皮  
膚抽出液  

ー■－■一■■■■■－▼－－－－－－一－－－－－－－－－－－一一一一－－－－一一－－－一一－－－－－一一一－－－一一－一一‾‾‾－‾  

ニューヨーク市ブルックリン地区で肺炎性野兎病の確定  
症例1例が報告されたと、地元保健当局が2008年6月11  
日に報告した。患者は6月初旬に熱、頭痛、発汗、胸痛お  
よび息切れのため地元の病院で診察を受けた。症状発現  
の4日前に患者がブルックリンのレクリエーション地区で  

キャンプをした際に感染したと思われる。  

野兎病  
Emerging Health 
Threats  

Forum／Disease  
outbreaks update 
2008年6月16日  

■■■■－■－－－－－－－－－一一一一一－一一一一一－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－一一一一一‾‾‾‾‾ モスクワで今年初の野兎病感染例が確認された。この症  

例は53歳男性で、モスクワ郊外のナロ・フォミン地区で急  
性伝染病に恕染した。6月下旬同地区に休暇のため数日  
間滞在し、釣りやキノコ採りをしたが、2008年6月26日に  
発熱と悪寒を呈し、鼠径部に鶏卵ほどの腫れ物ができ  
た。野兎病との疑いのため伝染病病院に転院し、血液検  
査により確定された。  

野兎病  
http：／／wwwmkru／  

blogs／idmk′′2008′ノ′0  

7／21′′′mk－  

d∂lly／362939／  

2007年6月から12月にスペインのカステイーリヤイ・レオン  
野兎病  

http：／／www・nOrteCa  

stilla．es／20080810／  

cast川a＿Ieon／cada－  

CuatrO‾C8SOS‾  

tularemia－  

20080810．html  

州で507例の野兎病啓染症例が確認された。このアウトブ  
レイクでは、4分の1の症例がげっ歯類との直操接触に起  
因すると確認された。患者は41～70歳の男性が多く、大  
多数が農村の住民または農村に頻繁に行き来する人で  
あった。24．3％はtopillos（ハタネズミ属の一種）に起因して  
おり、家畜197？。、サワガニ13．2ワん、蚊刺傷10．9％、他の動物  
との接触9，5や。、ウサギの取り扱い6．5％などが原因であっ  
た＿   
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感染症（PT）   

‾‾‾‾  
ヲ元1汚窟  

出典  

Oie  
http：／／www．oiejnt／  

Wahid－  

PrOd／public．php？pa  

ge＝single＿rePOrt＆po  

P＝1＆repo鵬d＝了129  

概要   

2008年5月19日、ウクライナIzmail地方でブタ34更引こおけ  
るブルセラ症のアウトブレイクが確認された。疑い例はブ  
タ163頭で全て屠殺された。2008年6月20日に清掃および  
消毒が完了した。  

ヲF巧疎菌感－－ 染  

MRSA分離株であるST398株は、ヒトに伝播し、感染を引  

き起こす可能性のあるブタ関連株であることが示唆され  
ている。英国では今まで動物またはヒトからのST398妹分  
離の報告はなかった。2007年にScottjshMRSA  
ReferenceLaborator・yはヒトから分離され、MLSTによって  
同定された3例のST398株を受け取った。これらの分離株  
は最も普遍的なST398株と同一ではなかった。疫学的調  
査の錯果、3例は同時期に入院しておらず、ブタや養豚業  
者との関連はなかったことが確認された。   

亘扇畠蚕豆有色盲こ吉日ラビテ亨日商落ゐテ弓fヲiニマタが裏‾  

生した。家畜の足の上皮検体の補体結合テストおよぴ  
EuSA検査ではロ蹄疫ウイルス陰性であったが、2008年7  
月28日に、6頸のウシの咽頭食道液中のウイルス分子特  
定化によって確定された。ウシ19頭およびブタ6頭の感染  
が確定された。  

HPSWeeklyReport  
2008：42（23）：203  

口蹄痩  
Oie  
http：／／www．oie．int／  

wahid－  
PrOd／pub＝cやhp？pa  

ge＝singte＿rePOrt＆po  
P＝1＆repo沌d＝7228  

石頭頑‾‾‾‾…‾‾  至誠岳亨云官主百自王碩丁自だ三石ジビラモ日商落あテラ羊ブ  

レイクが発生した。ウシでは確定例は58頭、疑い例は490  
頭、ブタでは確定例は無し、疑い例3頭であった。  

Oie  
http二／／www．oie．int／  

wahid－  
PrOd／pubLic．php？pa  

ge＝single＿rePOlt＆po  

P＝1＆repo血d＝丁248  

ブルセラ症  
80689に同じ   Oie  

http：／／www．oie．int／  

W8hid－  
PrOd／public，Php？pa  

ge＝singte＿rePOrt＆po  

P＝1＆repor七d＝7129  
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概要  

80689に同じ  ブドウ球菌感  
感染症（PT）   染  

出典  

HPSWeekIyReport  
2008．42（23）・203  

ロ蹄疫  
Oie  

http：／，／wwwoleint：’  

wahld－  

PrOd／public．php？pa  

ge＝single＿rePOrt＆po  

P＝1＆repo仙d＝7228  

ロ蹄疲  
Oje  
http：／／wwwoIeInt′／  

wahid－  

prod／publlCPhp？pa  
ge＝single，rePOrt＆po  

P＝1＆repo止id＝7248  

ProM［D－  

m訓120080626－1968  

2008年6月9日に、米国NorthDakotaのPortland付近の雄  
牛1頭の血液検体が検査のため提出され、炭痕薗が検出  
された。更に、6月18日にしISbon付近の雌牛1頭が死後、  
炭症菌陽性と確定された。  

炭症  

2008年7月23日に米国SouthDakota州当局は、  
Hutchinson郡で虎痕のアウトブレイクが発生したと発表し  
た。り牛は確定であり、もう1件は疑いで、検査中である。  

楔痕  ProMED－ mal1200807242257  

2008年7月24E）に米国SouthDakota州当局は、  
Hutchinson郡で炭痘の2番目のアウトブレイクが、検査の  
結果確定したと発表した。  

虎痘  
ProM［D－  

mal120080726．2280  

2008年7月25日CFIAは、北SaskatchewanのPaddockwood  
の農場でバイソン7頭が炭痕により死亡したことを7月24  
日に確認したと発表した。7月22日にはPonassLakeのウ  
シ1頭の死亡を確認した。同地方での今年最初のアウトブ  
レイクは5月26日にKingGeorgeの農場でウシ13頭が死亡  
した後、確認された。   

炭痘  

ProMED← mai1200807262286  
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感染症（PT）   

炭痕  

概要   

2008年7月24日にPaddockwoodのバイソン7頭が炭症によ  

り死亡したことが確認されたが、残りの動物は隔離され、  
現在観察中である。2006年にはSaskatchewanでは800頭  
以上の動物が炭症により死亡した。2008年はこれまで21  
頭が炭症により死亡している。  

CFIAは2008年8月11日と8月9日に、Saskatchewanで更に  
2件のウシにおける炭症を確認した。今年の春以降の炭  
痕による死亡は24頸となった。  

出典  

ProMED－  

ma‖20080727．2297  

炭症  
ProMED－  

mai120080812．2500  

米国MontanaのTedTurner’sFlyingD付近の農場でウシ1  
頭が炭痕陽性であり、自然発生した炭症により死亡した。  
更にTedTurnerrsFlyingD農場では炭症により死亡した  
バイソンの数が増加し、現在までに257頸となった。  

庚痘  
ProMED－  

mai120080815．2540  

炭痕  米国SouthDakotaの3つのウシの群れで炭痘が発生し  
た。このアウトブレイクは比較的小さいとのことである。  

ProMED－  

mai120080818．2569  

2008年5月、米国Montana州ParadiseVarIeyのウシ1頭が ブルセラ症陽性であった。これにより同州はブルセラ症フ リーではなくなった。  
ブルセラ症  

ProMED－  

mai120080611．1841  

2008年6月16日、Wyoming州獣医学研究所は、Wyoming 州Danielの雌牛2頭の組織から日mce‖aabo止USが培養さ れたと報告した。同じ群れの残りのウシや近くの群れにつ いて検査する予定である。  
ブルセラ症  

ProMED－  

mai120080619．1907  

Wyoming州Danielの牧場のウシ32了頭を予備的に検査し  

た結果、更に13頸がブルセラ症に感染している可能性が  
示された。同じ群れの2頭がブルセラ症に感染しているこ  
とが既に確定されている。   

ブルセラ症  
ProMED－  

mai120080626．1966  
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概要   

2008年6月23日、CFIAはBritishCo山mbia州の雌牛1頭で  
8SEを確定した。どの部位もヒト食料または飼料システム  
に入っていない。出生農場を確定するための調査が開始  
された。  

出典  

ProMED－  
mai120080623．1941  

2008年8月15日、CFIAはAlbertaの6歳の肉牛1頭でBSE  

を確定した。2003年以降、カナダで14頭目のBSE牛であ  
る。どの部位もヒト食料または飼料システムに入っていな  
い。当核牛は生まれてから死ぬまで、北AIb㊤｛aの1つの  
農場で過ごした。詳細調査を実施中である。   

■－－－－－－－－－▲・■■－－－－一一－－－－－－－－－－一－－－－－－－－－－－一一－－一一－－－－－－一一－－－－－－‾‾－－‾  

Calけ。．。．。中部で結核感染リスクで4800頭以上の乳牛が  

処分され、16000頭近くのウシが隔離されている。Fresno  
郡の酪農場で新たに3頭が結核であることが明らかに  
なった。  

ProMED－ mai1200808192580  

結核  ProMED－  

maiほ0080710．2100  

wHOに報告された2003年以降のトリインフルエンザ確定  

ヒト症例の集計数である。2008年は、5月28日現在、′くン  
ゲラデシュで1例（死亡0例）、中国で3例（死亡3例）、エジ  
プトで7例（死亡3例）、インドネシアで16例（死亡13例）、お  
よびベトナムで5例（死亡5例）が報告され、合計32例（死亡  
24例）である。  

WHO／EPR2008年5  
月28日  

鳥インフル工ン ザ  

一一一一一－－－－－－－－－－－－－一一一一一一一一－－一一一一一一－－－－一一－－－－－－－－－－－－－－一一－－－－－－－－－ wHOに報告された2003年以降のトリインフルエンザ確定  

ヒト症例の集計数である。2008年は、5月28日現在、′〈ン  
ゲラデシュで1例（死亡0例）、中国で3例（死亡3例）、エジ  
プトで7例（死亡3例）、インドネシアで18例（死亡15例）、お  
よびベトナムで5例（死亡5例）が報告され、合計34例（死亡  
26例）である。  

WHO／EPR2008年6 月19日  

鳥インフルエン ザ  

香港CentreforHealthProtectionは2008年の11例日のデ  
ング熱症例（30歳男性）を確言れた。この男性は2008年4  
月5～13日にモルジブに滞在し、4月18日に発症した。  

デング熱  ProMED－  

mai120080505－1542  

中国CDCによると、Sichuan大学Huaxi病院で30名の患者  
がガス壊痘に感染した。感染の拡大を防ぐため隔離病棟  
が設けられた。地震で負傷した患者は診断のため隔離病  
棟に送られる。今までのところ同病院での交差感染はな  
い。   

クロストリジウ  

ム感染  
ProMED－  

m∂i120080522．1683  
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賠染症（PT）   

細菌感染  

概要   

WHO中国事務局は中国衛生省と診断未確定の出血性疾  
患について連絡を取っている。中国の専門家は調査を終  
了した。Shandong省のWar扉akou村においてヒト顆粒球ア  
ナプラズマ症の症例4例が特定された。診断はPCRとシー  
クエンス分析で確定された。  

出典  

ProM［D－  

maiほ0080805．2400  

ソマトロピン（遺伝子組換え）  トリプシン  

石う盲ラ福鹿裸  
（マウス細  

胞）   

ウシ胎児血  
清  

マウス細胞  米国  
ソマトロピン（遺伝子組換え）  

1）マスター  

セルバンク  （不明）、 2）ワーキン  
炭痕  

80691に同じ  ProMED－  

mai120080626．1968  

ProMED－  

mai120080724．2257  

炭症  
80691に同じ  

炭痘  
ProMED－  

mai120080726．2280  

ProMED－  

mai120080726．2286  

ProMED－  

maiほ0080727．2297  

ProMED－  

mai120080812．2500  

ProMED－  

mait20080815．2540  

ProMED－  

maiは0080818．2569  

ProMED－  

mai120080611．1841  

炭症  
80691に同じ  

炭痕  
80691に同じ  

炭症  80691に同じ  

炭症  
80691に同じ  

炭症  
80691に同じ  

ブルセラ症  
80691に同じ   
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感染症（PT）   

ブルセラ症  ProMED－  

mai120080619．1907  

ブルセラ症  
ProMED－  

mai】200806261966  

ProMED－  

mai120080623－1941  

BSE  

ProMED－  

ma1120080819 2580 

結核  ProMED－  

mai120080710．2100  

ProMED－  

mai120080626，1968  

■一－－－－－－－－－－－一一－－－－－一一－－－－一一一－－－一一－－－一－－－■－■■－－一－－－－－－－－－一一－－－－－一‾ 80691に同じ  炭症  

1）マスター セルバンク  

ウシ胎児血  
清  

ホリトロピンアルファ（遺伝子組換え）  

（米国）、  
2）ワーキン  

グセルバン  
ク（米匡l）、  
3）製造工程  

（オーストラ  

リア）、  
4）モノク  

ローナル抗  
体製造（米  

国、オースト  
ラリア）  

炭痘  
ProMEロー  

m扇1200807242257  

ProMED  

mai120080726．2280  

一▲－－－－－－一一一■■■＋■■一一一－－－－－一－－－－－一一－－－－一一－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－‾‾‾‾‾‾‾‾‾  

80691に同じ  炭痕  

炭痕  
ProMED－  

mai120080726．2286  

ProMED－  

mai1200807272297  

ー▲■－－－－－－－－－－－－一－－－－－－－－－－－－－－－－－－一－－－－－－－－－－－一－－－－－－－－－－‾‾‾‾‾‾■ 80691に同じ   炭痕  
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感染症（PT）  炭症  

出典  

ProMED－  

mai120080812．2500  

ProMED－  

mai120080815，2540  

ProMED－  

mai120080818．2569  

概要   

80691に同じ  

炭症  80691に同じ  

康直‾…－●‾‖‾●‾  

80691に同じ  

ブルセラ症  
80691に同じ  ProMED，  

mai120080611．1841  

ProMED－  

mai120080619．1907  

ProMED－  

mai120080626．1966  

ブルセラ症  80691に同じ  

ブルセラ症  
80691に同じ  

80691に同じ  ProMED－  

mai120080623．1941  

ProMED－  

mai120080819．2580  

ProMED－  

mai120080710．2100  

80691に同じ  

結核  80691に同じ   
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生物由来成   分名  DN∂Sel  

原材料名  感染症（PT）   

異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病  

概要   

‾‾  
東面テ亨フマラあ盲富巨商家弓ジモ弓ちヲ7j牙ジ富自適右手  

（Prnp）におけるE211Kと呼ばれる新規の遺伝子変異を同  

定した。この変異は遺伝性CJDのヒトにおいて見られる  

E200K病因性変異と同一であり、ウシPrnp遺伝子内で潜  

在的病原性変異を有する8SE確定ウシの最初の報告で  
ある。最近の疫学的試験によるとK211アレルは6062頭の  

ウシで全く検出されず、E211K変異は極めて頻度が低い  

（2000例中1例未満）。  

出典  

PLoS Pathogens 
2008：4：elOOO156  

血清アルブ  
ミン抗体   

マウス抗  
HBsモノク  
ローナル抗  

應＿………＿  
トリプシン  

マウスの血液  
日本  

アメリカ  

出血熱症例の小さな流行が、2003年12月と2004年1月に  
ボリビアのCochabamba付近で発生した。1死亡例から検  
体を入手し、患者血清検体から非細胞障害性ウイルスを  
単離し、アレナウイルスと同定した。Rl㌧PCR分析、並び  
にS及びLRNAセグメント配列の解析の結果、このウイル  
スはサビアウイルスに最も近縁であるが、新規のウイル  
スであることが示された。我々はこのウイルスをChapare  
ウイルスと命名することを提案する。   

肺炎患者の喀疲と患者が入浴した温泉水からLegione＝a  
rubnlucensを分離した。患者喀疫と温泉水から分離され  
たLrubnIucensについてPFGEl＝よるDNA切断パターンを  
調べたところ、同一パターンであった。レジオネラ症患者  
からの菌分離はL．pneumop仙8が主であり、当該菌のヒト  
からの分離例は国内外で初めてである。  

日日s抗原た  
ヒトの肝巌  

ウイルス啓染  
日本  

PLoS Pathogens 
2008：4ニelOOOO47  

（huGK－14細  

ん白質  胞由来）  

細菌感染  IASR2008．29・  

194－195  

異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病   

異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病  

80701に同じ  オーストラリ  

ア  

オーストラリ  

ア  

製造工程  
PLoS Pathogens 
2008：4：elOOO156  

PLoS Pathogens 
2008：4．elOOO156  

80701に同じ   
薮道三亮  
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生物由来成   
分名   

プロテインC  
‾叫‾‾…‾  原産国  す寿  

慾染症（PT）   

レプトスピラ症  

含有区分  出典  

InfectGenetEvo1 2008：8：529－533  

概要   

コスタリカにおいて、レプトスピラ症の入院患者から分離さ  
れたレプトスピラは、Javanica血清群型に分類される新し  
い血清型で、Arenalと命名された。同じ地区の重症患者  
から分離された株も同じ血清型であったことから、この株  
は、この地域に流行する新規の高病原性の血清型である  
と考えられた。  

ヒト血液  

リケッチア症  
‾  

芽亨ジダ∴ブラフてジf神石石衰葡宣旨弼弓子；葡盲玩葡  
の症例報告数が急激に増加し、2008年7月21日付けで  
491症例が報告されている。感染症管理センター長による  

と、実際の感染者数は報告された症例数の10倍であると  
思われる。2007年までは0熟はオランダではほとんど存  

在しなかった。  

ProMED－  

mai120080728 2306 

ウイルス性脳 炎  ProMED－ mai120080828．2697  インド東部のウッタルプラデシ州で小児を死亡させている  
原因不明のウイルスは、インド保健省の専門家らにより  
急性脳炎症候群と診断された。同州の13の地区では、数  
週間におよそ800人の患者が発生し150人が死亡したと報  
告され、その数は増加すると見られている。血液検査で  
日本脳炎陽性となった患者は5％以下であった。日本脳炎  
とエンテロウイルスとの混合感染の可能性について調査  
中である。  

インフルエンザ様疾患の小児の呼吸分泌物中から、汎ウ  
イルスマイクロアレイ法を用いて、初めてヒトカルディオウ  
イルスを同定した。系統遺伝学的分析から、このウイルス  
はTheilerのネズミ脳脊髄炎ウイルス亜型に属し、Saff01d  
ウイルスと最も近縁であった。また、胃腸疾患患者群498  
名から得た751例の糞便検体中6検体からカルディオウイ  
ルスが検出された。  

スウェーデンにおけるPuumalaウイルスの予期せぬ大規  
模アウトブレイクにより、2007年の∨台sterbotten地方の流  

行性腎症患者の数は100．000人当り313人に至った。醤歯  
類の増加の他、気候温暖化および地表を覆う棟雪の減少  
により、ウイルスを媒介するハタネズミの活動が活発だっ  
たことが、当該アウトブレイクの一因であろうと考えられ  
る。  

出血熱症例の小さな流行が、2003年12月と2004年1月に  
ボリビアのCochabamba付近で発生した。1死亡例から検  
体を入手し、患者血清検休から非細胞障害性ウイルスを  
単離し、アレナウイルスと同定した。RT－PCR分析、並び  
にS及びLRNAセグメント配列の解析の結果、このウイル  
スはサビアウイルスに最も近縁であるが、新規のウイル  
スであることが示された。我々はこのウイルスをChapare  
ウイルスと命名することを提案する。   

ウイルス啓染  Proc Natl Acad Sci 
USA2008：105：  

14124－14129  

マウス由来  
モノクローナ  
ル抗休  

マウス脾臓  
日本   

ハンタウイルス  EmerglnfectDis  
2008：14：808－810  乾燥濃縮人血液凝固第lX因子  

テクネチウ  
ム人血清ア  
ルブミン  
（99mTc）  

ウイルス感染  
PLoS Pathogens 
2008：4：elOOOO47  
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概要   

南アフリカとザンビア出身者の最近の死亡例3例はアレナ  

ウイルス科のウイルスが原因あることが、NICDおよび  
CDCで行われた検査の結果明らかとなった。このウイル  
スに関する詳細な分析が継続されている。一方、南アフリ  
カでは患者と密接に接触した看捷師が感染し、入院中で  
ある。  

慈染症（PT）   

ウイルス感染  

出典   

WHO／EPR2008年  

10月13日  

ミネソタ州保健局はオースチンのブタ処理施設Quality  
PorkProcessors社の従業員における11名の神経疾患に  

ついて調査中である。最初の症例は2006年12月に発症  
し、その後数ヶ月間にわたり、2007年一月まで発症した。  
先週、更に入院中の1名を確認した。筋力の低下や感覚  
異常を特徴とし、炎症性神経疾患と思われる。死亡例は  
ない。11症例はブタ頭部や臓器の処理場で働いていた。  
原因は特定されていない。  

2007年10月29日、ミネソタ保健局はM■nneSOta南東部のブ  
タ処理施設の従業員における原因不明の神経疾患につ  
いて通報を受けた。州保健局と米国CDCが調査中であ  
る。2008年1月28日現在、同施毀では12名（年齢中央値  
31歳、25－51歳）の作業員が進行性炎症性神経障害と同  
定された。2006年11月から2007年11月にかけて、ブタ頚  
部処理に関わったヒトで発症した。原因は特定されていな  
いn  

神経系障害  Minnesota  
DepartrTlentOf  
Health／News  
Release2007年12  

月3日  

CDC／MMWR2008：  

57（E8rtyRe】ease） 

： 卜3  
神経系障害  

2006年11月から2007年11月にMjnnesotaの豚肉加工場作  
業員12名が炎症性神経疾患を発症し、2008年1月中旬に  
Ⅰ。di。naの豚肉加工場従業員も同様の症状を発症した。全  
員、ブタの頭から脳を吹き飛ばすために使用する強力な  
空気圧縮装置の近くに配置されていた。彼らは手足の疲  
労感、麻痩および寝きといった炎症性神経症状の顕著な  
特徴を示した。ブタの中枢神経系が感染媒体である可能  
性がある。  

神経系障害  ProMED－  

mai120080129，0366  

カナダにおいて、Sa汗oldウイルスに関連するカルジオウイ  
ルス分離株が呼吸器症状を有する3名の小児の1咽頭  
吸引物から検出された。Canl1205卜06分離株のポリプロ  
ティン配列は、Saffoldウイルスと91．2％のアミノ酸同一性を  
有した。しかし、ウイルス表面のEF及びCDのループは、  
かなり異なっていた。   

ウイルス感染  EmergInfectDIS  
2008：14：834－836  
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感染症（PT）   

ウイルス感染  

概要   

出血熱症例の小さな流行が、2003年12月と2004年1月に  
ボリビアのCochabamba付近で発生した。1死亡例から検  
体を入手し、患者血清検体から非細胞障害性ウイルスを  
単離し、アレナウイルスと同定した。R‾卜PCR分析、並び  
にS及びLRNAセグメント配列の解析の結果、このウイル  
スはサビアウイルスに最も近縁であるが、新規のウイル  
スであることが示された。我々はこのウイルスをChapare  
ウイルスと命名することを提案する。  

2008年3月下旬、中国Anhui省Fuyang市で未就学児3名が  
重症の肺炎と急激な悪化により死亡し、4月中旬までに15  
名の小児が同様の疾患で死亡した。調査の結果、工ンテ  
ロウイルス71による手足口病と確定された。同市では、3  
月1日から5月9日の間に、6．049例報告され、353例が重  
篤で、22例が死亡した（致死率0．4％）。患者数は、4月の初  
めに増加し始めて、4月28日にピークに達し、5月5日以後  
減少した。  

出典  

PLoS Pathogens 
2008：4：elOOOO47  

手話古高‾－‾‾‾‾  

WHO Represetatjve  
Office in China 
2008年5月19日  

米国の国立プリオン病病周調査センターに2002年5月か  

ら2006年1月に紹介された患者11名（平均発症年齢62繰）  
を調べたところ、海綿状変性の型、PrP免疫染色パターン  
およぴマイクロプラークの存在が、既知のプリオン病とは  
異なり、通常の方法では典型的なプロテアーゼ抵抗性  
PrPは検出されなかった。我々はこれらをプロテアーゼ感  
受性プリオン病（PSPr）と名付けた。PSPrは、プリオン病  
の中では稀ではなく、我々のデータが示すよりもさらに多  
い可能性がある。   

米国テキサス南東部の健康な成人ドナー100名の血液中  
のヒトヘルペスウイルス（HHV）陽性率とウイルスDNA圭を  
RT－PCRにより調べた。その結果、HSV－1、HSVr2、VZV  
及びHHV－8DNAはどの検体からも検出されなかった。一  
方、EBVは72％、HHV－7は65％、HHV－6は30％、CMVは1％に  
検出された。また、1名の血液から6．1×10入7geq／mlを超え  

るHHV－6TypeBが検出されたが、健常者における異常  
な高値は活動性感染や免疫不全とは関連が無いと思わ  
れる。  

異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病  
Ann Neuro12008： 63：697－708  

ウイルス感染  
Tr即1Sfusion2008： 48：1180－1187  

血祭由来製品によるパルボウイルス日19伝播リスクを低  
減するための核酸増幅検査（NAT）についてのガイダンス  
案が示された。全ての血兼由来製剤について、製造プー  
ル中のパルボウイルスB19DNAのウイルス負荷を確実に  
10000IU／ml未満とするため、製造過程の品質管理検査  
としてNATを実施すべきである。ミニプール中でのNATの  
感度は少なくとも10000∝‖U／mlとするべきである。これら  

の基準を超えるものは使用してはならない。   

パルボウイル ス  
FDA／CBER2008年  

7月 業界向けガイ  
ダンス（案）  
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